
報告事項

市内の地域交通等の状況について



報告地区について１

１．宮城野区燕沢地区 本格運行

２．太白区坪沼地区 試験運行

３．青葉区新川地区 試験運行

2



燕沢地区

燕沢学区町内会
連合会地区
人口約7,000人
（約3,300世帯）バス路線網図

燕沢地区 本格運行の状況（１）

狭隘な道路、坂道
バス停や駅まで遠く
公共交通が不便な地区
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燕沢地区 本格運行の状況（２）

【現状と今後について】
・４か月間の目標乗者人数１，９２０人に対しては、４８８人不足している。
・新型コロナウィルス感染症拡大の影響により、月あたりの乗車目標人数に達してい
ない。コロナ禍ではあるが、今後も継続して利用していただけるよう、地域ととも
に呼びかけを行う。

期間
令和３年４月１日～
令和４年３月３１日
（計１４１日間）

運行日数 月・水・金
（夏季８便、冬季６便）

運賃
・大人１回２００円
・７０歳以上、障害者
１回１００円

乗者人数 ・１，４３２人
（R3.7末時点）
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■ R元年度（試験運行）
■ R2年度 （実証運行）
■ R3年度 （本格運行）



坪沼地区 試験運行の状況（１）

出典：電子地形図（国土地理院）を加工して作成

名取市

村田町

仙台市内へ

■北、東、西の三方が山に
囲まれ、田んぼの中に各世
帯が点在し、人口約４００人
（約１５０世帯）が暮らしている。
■集落地の中央を縦断する
ように走るのは県道「仙
台村田線」で、周辺地区
の大動脈。
■平成１８年４月までは、民
間バス事業者が、村田町
と仙台市内を結ぶ路線
（赤色）を運行していた。

坪沼地区
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坪沼地区 試験運行の状況（２）

【現状と今後について】
・１便あたり１．２人以上の乗車目標はほぼ達成している。
・引き続き、地域包括支援センターと連携したイベントなどを通じて更なる利用促進
を図る。

期間
令和３年４月１日～
（平成１８年５月１日開
始）

運行日数 平日（１日8便）

運賃
・大人１回４００円
・70歳以上、障害者
１回１００円

乗者人数 ・２９７人
（R3.7末時点）
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■ R2年度（試験運行Ⅰ）
■ R3年度（試験運行Ⅱ）



新川地区 試験運行の状況（１）

新川地区
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・人口 約６００人（約３００世帯）
・R2年8月～R3年3月 試験運行1回目
・R3年4月～ 試験運行2回目
・地区内に商店や病院がない
・広い範囲に住宅が点在



新川地区 試験運行の状況（２）

【現状と今後について】
・収支率10%以上という目標は達成している。
・今後はさらなる新規利用者の獲得を目指す。

期間 令和３年４月１日～
令和４年３月３１日

運行日数

月・水・金
（１日７便デマンド型）
火・木
（１日２便デマンド型）
※6～9月は臨時便として、
平日5日とも7便運行

運賃

・大人１回
５００円／８００円

・複数名で予約した場合
４００円／６００円

・70歳以上、障害者１回
１００円／１６０円

乗者人数 ・３２４人（R3.7末時点）
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■ R2.8～R3.3 試験運行(1回目)
■ R3.4～ 試験運行(2回目)
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新川地区 臨時便の状況（１）

※●は臨時便６～９月「八ツ森号」時刻表

コロナワクチンへの対応として臨時便の運行を6月から開始（9月末までを予定）

期間 R3年6月～9月

運行
日数

火・木の日中に
5往復運行

運行
実績

6月 7便運行
7月 14便運行

利用
者数

6月 12人利用
7月 21人利用
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新川地区 臨時便の状況（２）

臨時便運行に至る経緯


